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19611015
／自由新聞
／2

外遊県人と徳島文化：徳島
時評

「特急こだまみたいなポリシヨイバレーに邦貨をやるだけが文化徳島ではあるま
い。」

19610930
／日刊ウベ
ニチ／1

前人気よいボリショイバレ
エ：３日午後６時半から記
念会館で公演

主催：宇部文化協会、後援：宇部市宇部好楽協会毎日新聞社。3日午後6時、記
念会館。英国のロイヤルバレエ団と並んで世界最高のレベルにあるボリショイ。
800円の特別指定席、500円のＣ席券はすでに売り切れ。今回は東京バレエ学校
が賛助出演する。プログラム。

19611002
／日刊ウベ
ニチ／2

500円立見席を当日売る：
ボリショイバレエ団

渡辺翁記念会館。ボリショイは2日午後7時40分小郡着の急行「さつま」で来宇
する。前人気髙く、当日売りで立見席（500円）を発売決定。写真は、浅虫温泉
でのベガークとルィジェンコの相合傘。チケット料金：1,500円、1,200円、
800円、500円。

19611004
／日刊ウベ
ニチ／1

世界最高のボリショイバレ
エ：”神業”に観衆ただ陶酔

イムペリアルフィルハーモニー、ボリショイ団員九人、指揮者一人、ピアニスト
一人に東京バレエ学校から七人が参加していた。観衆約2,600人。「バレエコン
サートの形式で、世界の名曲を見せ”これがバレー”とばかり、優美にして完全な
テクニックとダイナミックな動きを見せた。」「いわゆるお遊びとしてのバレエ
を見ていた宇部の観衆は真髄を味わってただ驚嘆するばかりであった。回転とい
い、ジャンプといい、まさに”神業”というほかなかった。」公演の最後に花束の
プレゼント。客席に投げた。

19610921
／山陽新聞
／10

ボリショイ・バレエ団：岡
山体育館で公演：十月四日
午後六時から

広告。ボリショイ・ダンサーに東京バレエ学校、インペリアル・フィルハーモ
ニー（コプィロフ指揮）の総勢90人。主催：山陽新聞社。プログラム。チケッ
ト料金：1,200円、800円、500円、300円。

19610924
／山陽新聞
／4

ボリショイ・バレエ：性格
とおもな顔ぶれ：民衆の生
活を表現：レペシンスカヤ”
正確無比”の至芸

ボリショイ劇場の紹介。ソ連バレエ史概観。”あらゆる時代、あらゆる民衆の生
活”の題材をバレエの舞台に創造していく―これがボリショイ・バレエの真髄
といえる。主なダンサーのレパートリーや個人の踊り方の特徴の紹介。

19610929
／山陽新聞
／4

世界バレエ界の最高峰：ボ
リショイ・バレエ団公演

広告。プログラム、入場料。

19611002
／山陽新聞
／5

日本での功績

「四年前、日ソ文化交流の使節団としてボリショイ・バレエ団が来日以降、日本
バレエ界にはボリショイ以降という言葉がよく使われる。ボリショイ・バレエの
創造的表現形式が日本旧来のバレエ形式の殻を破る大きな突破口を開いたことに
よる。その中でも最大の業績は東京バレエ学校の創設になってあらわれた。」岡
山公演（主催：山陽新聞社、10月4日午後6時、岡山市津島の県体育館）。「東京
バレエ学校」音楽教育の重視。ソ連式の教育の成果。レペシンスカヤの話。「岡
山は日本の古い伝統の美しさに新しい現代の文化をとり入れた立派な町と聞いて
おります」（札幌発信）。

19611004
／山陽新聞
／4

ボリショイ・バレエ団：岡
山公演の紙上紹介

「くるみ」の曲も含めた詳しい曲目紹介。

19611005
／山陽新聞
／10

優雅な躍動の美：ボリショ
イ・バレエ盛大に岡山公演

3,500人の大観衆。「ワルプルギスの夜」が圧巻。第二部はアベ・チエと榎本誠
のコンビで「くるみ割り人形」よりパ・ド・ドウで始められ、成果を十分に発揮。
レペシンスカヤの「盲目の少女」の至芸。

19611006
／山陽新聞
／4

活気づく秋のバレエ界：
「海賊」や「オセロ」スペ
クタクルで競演

「このバレエ界の立ち上がりは、8月から9月にかけて行われた東京バレエ学校・
ボリショイバレエ団合同公演から始まったとみていいだろう。公演そのものの成
果はともかくとして、この公演が直接、間接に他のバレエ団に刺激を与えたこと
は争えない。」牧阿佐美、松山樹子、貝谷八百子、小牧正英の公演予定。
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19610917
／愛媛新聞
／6

栄光のプリマ・バレリーナ
レペシンスカヤ一行の：ボ
リショイ・バレエの夕べ

広告。10月5日6時 30分、愛媛県民館。プログラム。ジェムチュージン指揮、
フィル・ハーモニ・オーケストラ。主催：南海放送、後援：愛媛新聞社、愛媛県
教育委員会。チケット料金：1,500円、1,000円、500円。

19611001
／愛媛新聞
／6

世紀のプリマ・バレリーナ
レペシンスカヤ一行：ボリ
ショイ・バレエの夕べ

ＲＮＢ南海放送開局八周年記念公演。10月5日午後6時半、愛媛県民館。主催：
南海放送、後援：愛媛新聞社、愛媛県教育委員会。

19611002
／愛媛新聞
／4

ボリショイ・バレエ団：舞
踊手のプロフィール

ボリショイのダンサーごとの紹介。最近の活動についても。

19611006
／愛媛新聞
／9

熱狂的な拍手にうずまる：”
ボリショイ・バレエの夕べ”

5日午後6時半から松山市堀之内県民館で開かれた。開演前に全指定席が埋まり
2,500人の観客。松本南海放送常務のあいさつのあとチストーワ、チーホノフの
「黒鳥のパ・ド・ドゥ」にはじまり・・・「レペシンスカヤの軽い身のこなし、
的確な演技は観衆の熱狂的拍手を受けた。」「さらに”跳躍の王者”ヤグージンは
じめ各舞踊手は、伝統の深さを示す豊かな手足、腕ののび、性格の表情を十分に
表現、ボリショイ・バレエの神髄にふれることのできた観客の拍手は鳴りやまな
かった。また東京バレエ学校の鈴木光代らもこの二年間のきびしい練習ぶりをひ
ろうした。」
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（松山）


